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略
を
果
げ
た
の
で
あ
る
が
、
下
に
子
昔
栂
平
日
に
幾
化
を
末
せ
る
も
の
>
大
騰
を
學
げ
て
見
よ
う
。

こ
の
類
に
駈
す
る
も
の
は
、
子
昔
の
み
襲
化
せ
る
も
の
、
枇
音
の
み
襲
化
せ
る
も
の
、
或
は
雨
者
同
時
に
髪
化
せ
る
も

の
等
が
あ
っ
て
、
到
底
簡
軍
に
記
述
し
盛
さ
れ
ぬ
か
ら
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
を
取
っ
て
、
敷
目
の
う
ち
に
一
括
す
る

8
本
所
偲
昔
K
な
る
も
の
で
あ
る
。

継

z
e
h
u
ゼ
ウ

五
八



置県 ＂父n
u
 
九 故 既 解 狂

tsin 

漢
昔
キ
ウ

漢
昔
ヵ

尊

こ
れ
等
は
漢
呉
音
マ
）
も
に
消
昔
で
あ
る
が
其
加
叫
及
の
如
き
は
漢
昔
は
キ
、

あ
る
。
舟
昔
の
異
れ
る
も
の
を
合
せ
て
約
十
四
0

閃

s
t
_
s
又
は
Sh
（
日
本
所
偲
昔
は
省
略
）

g
a
 

四
1'u

哭
昔
ケ

羹

音

グ

g
o
 

g
1
 

漢
昔
キ

漢
昔

n

呉
昔
ヶ

呉
音
ク

g
a
 

漢
昔
キ
ャ
ウ

．
 

漢
昔
カ
イ

羨
音
ケ

等
を
加
ふ
れ
ば
約
一
一
手
を
算
す
る
。

`~ 
2
 

，ー，
g
a
n
 

呉
昔
カ
ウ

gー

K

恒 桓 閑

• hi
n
 

等
で
あ
っ
て
、
栂
平
日
も
マ
:
も
に
異
つ
て
ゐ
る
も
の
一

h
w
a
n
 

h
a
n
 

解 刑 緯

t
s
o
n
叉
ハ

h
e
h
i
 

h
y
e
 

b
a
n
 

tsin 
後 燻

h
o
 

讃

h
i
h
u
 

t
s
a
n
 

會 廻

五
九

キ
フ
、

作

宮

a
g

で
あ
る
が
呉
平
日
は
ギ
、

h
u
e
 

h
w
a
i
 

會

ゴ
フ
で

h
w
a
i
 



左 前

d
s
a
 

ヽ
ー
／

S

6

d
ー

'
S

,
1
,
 

d
z
e
n
 

載
自

d
s
a
i
 

d
s
i
 

（
同
上
）

の
類
七
。

等
、
骨
昔
の
異
れ
る
も
の
を
合
せ
て
約
二
十
四
。

向

d
z
1
N

振

• 
cm 

者

ca 

即

窃
e
g

等
で
、
精

．
 

t
s
o
n
 

紫 糟 千

tsi 

t
£
M
O
 

窟
n

c
ー

8

LFL 之

h
 

ー

s

h
 
c
 

則 進

chur 

cl 

等
の
如
く
、
舟
平
日
の
髪
化
を
も
伴
ふ
も
の
を
加
ふ
れ
ば
、
約
四
十
字
を
算
す
る
。

4
 
‘,＇`̀ 

|
（
同
上
）

宮
i
g

日
本
に
て
は
皆
サ
行
に
登
昔
せ
ら
る
ヽ
、
此
類
は
隠
分
敷
が
多
く
、

t
s
i
n
 

宗

．
 

宮
o
n

接 此

百
e
b

窃^
i

衆 至

晋 増

cl 
d
s
i
n
 

．
 

c
u
n
 t

s
e
n
 足 節 荘

怖 終 宮
u
g

t
s
e
r
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宮
a
n

組 戚

d
s
o
'
o
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can ．
 

c
h
u
n
 

t
s
h
i
g
 

六
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莉 親 次

t
s
y
o
 

窃
h
i
n

tsi 



勅 即 n
f
 

ヽ
4 恒 随 誇 樹

等
約
十
四
。
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t
s
i
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s
y
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稲 應 等 根
雰
す 受 甚 佐

s
h
i
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1
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．
 
tm 

女 典 燈

―̀.. ....． し4
に・

．
 

• 
tm 

．
 

k
i
n
 

（
二
）
栂
年
日
の
る
変
化
せ
る
も
の

H
本
の
呉
昔
ご
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。

s
y
i
m
 

)
s
i
h
u
 

．．
 S
l
I
n
 

主
要
な
る
も
の
は
大
盟
右
の
や
う
で
あ
る
が
、

樹
、
甚
、
事
、
時
等
の
文
字
は
夫
々

d
s
a
 

語

日
本
に
於
て
普
通
呉
音
の
み
用
ひ
ら
れ
て
、
漢
昔
は
殆
顧
み
ら
れ
ざ
る

竺
音
せ
ら
れ
て
、
所
謂
漠
背
マ
）
同
一
で
あ
る
0

此
等
の
類
も
可
な
り
多
い
。
又

授 侍 事 宰

h
y
i
 

．．
 s
1
h
u
 

s
h
i
 

むJ,.... d
s
a
i
 

億 極 則 僧 寅 時
集

六 1
g
 

)
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．
 

g
l
g
 ．
 

t
s
1
g
 ．
 

．
 

s
m
 

殆
d
a
i

Slf 

mッ,... 
d
s
i
b
 岱

dai

逹
d
a
r

等
の
如
く



此
外
、

の
類
、
約
十
入
。

諫 咎

等
の
類
、
約
十
。

夕 亦

の
類
で
約
二
十
゜

彼 界 大

O
I
a
 

y
a
m
 

(4) s
y
1
g
 

n
 

例
怨
VOk
 

k
n
y
a
m
 

a

_

e

 

．
 

y
,
g
 

｀
ー
、3
.
1
_
e
 

,
1
,
 

k
w
e
g
 

k
e
i
 

d
e
h
i
 

ー

、2

e
ー

a

ヽ

n
ー

0

の
例
豫
Yu

堅 ー終 易 ,.i 
紺 操 階 在

等
の
例
で
、
其
敷
約
一
二
十
四
0

k
y
a
n
 

z
a
n
 

．
 

y
1
g
 

e
r
g
 

t
s
h
e
'
u
 

ke'i 

d
z
e
h
i
 

等
の
類
種
々
あ
る
が
、
そ
の
局
す
る
字
敷
は
、
さ
し
て
多
く
な
い
。

筵 設 戚 的 策 更 来

y
a
n
 

s
h
a
r
 

t
s
h
i
g
 

d
i
g
 

c
h
e
g
 ．
 

k
e
n
 

lehi 

燕 蕨 寂 嫡 乃 高 倒

六
y
a
n
 

k
w
a
r
 

d
s
i
g
 

d
i
g
 

h
n
e
h
i
 

k
e
'
u
 

宮
h
u



(
-
―
―
)
子
昔
骨
平
日
ご
も
異
る
も
の

以
上
ほ
ゞ
概
要
を
盛
し
た
が
、
讀
者
は
、
肝
代
昔
'
y
J

わ
が
國
の
博
末
平
日
'
y
J

の
内
に
非
常
に
密
接
な
る
闊
係
あ
る
こ
<
J

を

否
ま
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
上
に
述
ぶ
る
が
如
く
子
低
雨
昔
の
夫
々
相
異
る
も
の
も
相
営
あ
る
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
決
し
て

無
暗
な
髪
化
を
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
夫
々
昔
韻
學
上
よ
b
見
て
、
し
か
あ
る
べ
き
襲
化
を
な
し
て
居
る
に
外
な
ら

な
い
0

8
本
所
偲
の
音
ご
、
徽
燒
出
士
の
材
料
マ
こ
に
、
こ
れ
程
の
類
似
貼
を
見
出
し
得
る
こ
'
J
J

は
、
頗
る
興
味
あ
る
こ

マJ
で、

H
本
年
日
が
支
那
古
代
の
音
韻
調
査
材
料
9
L

し
て
、
貴
重
す
べ
き
も
の
た
る
こ
マ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
本
居
宜
長

翁
の
「
皇
國
の
字
昔
今
博
は
る
ご
こ
ろ
漢
呉
ご
も
に
、
古
に
定
ま
り
つ
る
ま
＞
に
て
、
訛
れ
る
こ
'
t
J

な
し
、
是
れ
漢
國

に
て
は
、
其
音
自
然
の
生
物
な
る
が
故
に
、
方
土
の
異
も
あ
b
、
古
今
の
愛
も
あ
る
を
、
此
方
に
て
は
字
昔
は
自
然
の

産
物
に
非
る
が
故
に
返
つ
て
異
幾
な
き
な
り
。
」
マ
）
い
ふ
議
論
の
、
不
滅
の
確
言
た
る
こ
ご
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
筆
者
昔
韻
學
言
語
學
上
の
智
識
に
乏
し
く
、
分
類
の
法
、
寓
昔
の
法
、
其
嘗
を
得
ざ
る
所
多
し
、
偏
に
識
者
の
叱

正
を
乞
ふ
0
)

後

h
i
h
u
 

恒

b
i
n

の
類

J

、
A
9
 

（
静
安
學
祉
未
列
稿
）


